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１．｠はじめに

　ゾーンバスは路線を団地内を回る支線バスと幹線

を往復する基幹バスに分けバスターミナルを設けて

乗り換えをすることでバス交通の効率化を図るシス

テムである。本システムは大阪市で昭和４９年から

平成１４年まで実施された例１）はあるが、地方都市

ではほとんどない。平成１３年７月に盛岡市北部の

松園地区でゾーンバスの実証運行が開始されたが、

ゾーンバスシステムは乗り換えが生じるため、高齢

者、障害者対策が課題となる。このため本研究では

高齢者のゾーンバスの評価を意識調査で行った。

２．｠意識調査

アンケート対象者は、松園地区にある老人福祉セ

ンターを利用する 60 代を対象とした。また、非高齢

者の利用状況･意識も知り、参考とするために北松園

教員住宅の住民にも同様のアンケートを実施した。

アンケートの設問は利用状況など３９問である。

高齢者へのアンケートの配布と回収は、老人福祉

センターで活動しているサークルの代表者へ依頼し、

後日訪問し回収した。北松園教員住宅の住民へのア

ンケートの配布と回収は、1軒ずつ郵便受けに入れ、

回収は郵送とした。アンケートの配布･回収状況は表

１に示すとおりである。

｠｠｠表１　アンケートの配布・回収状況

　　　　　　　　　　配布数　回収数　回収率（％）

松園老人福祉センター　　　２６　　１６　　６２．５

　北松園老人福祉センター　　２８　　１１　　３９．３

　北松園教員住宅　　　　　　９４　　４７　　５０

　　　合計　　　　｠　　　１４８　　７４　　５０
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３．｠調査結果

（１）｠利用頻度

　利用頻度については、高齢者の約 70%が半月に 1

回程度以上はバスを利用すると回答しているのに

対し、非高齢者の約半分の人がほとんどバスを利

用していない。また、高齢者･非高齢者どちらもほ

ぼ毎日利用するという人は少なかった（図１）。

一般的に、高齢になればなるほど自動車免許保

有率は少なく、自動車免許保有者であっても、加

齢による身体機能の衰えから自動車の運転をしな

くなる。よって、多くの高齢者は公共交通に頼る

こととなる。これらのことから、高齢者のバスの

利用頻度は高くなったものと考えられる。

　　

（２）｠バス車両
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　高齢者で出入り口のステップの高さが高いと回答

したのは 47.8%であった。非高齢者では高いと回答

した人は 16.7%で、どちらでもないと回答した人が

75％と多かった。高齢者と非高齢者を比較すると、

高いと回答した人は高齢者の方が多い。これは、加

齢に伴う身体機能の低下からこのような結果になっ

たと思われる。低床バスが少ないことも原因である

（図２）。

（３）乗り継ぎ

基幹バスと支線バスを乗り換える際のバスの乗

降･移動については、大変であると回答した人が、高

齢者で約 70%、非高齢者で約 40%であった。大変では

ないと回答したのは非高齢者が約 30%であったのに

対し、高齢者はわずか 4.3%であった（図３）。これ

は、加齢による身体機能の低下によるものと考えら

れる。

（４）｠運賃

　支線バスの運賃については高齢者の 17.4%が「高

い」と感じており、「安い」と感じているのはわずか

8.7%であった。これに対し、非高齢者では「安い」「ど

ちらでもない」と回答している人がそれぞれ半々で、

「高い」と感じている人はいなかった。

　基幹バスの運賃については、高齢者、非高齢者と

もに「安い」と感じている人はおらず、高齢者で

60.9%、非高齢者で 66.7%が「高い」と回答していた。

基幹バスの運賃値下げによって、より利用すると

思うかという質問に対しては、高齢者で 60.9%、非

高齢者で 41.7%が「利用する」と回答している。こ

のことから、特に高齢者においては、運賃が利用頻

度を左右することがわかる（図４）。

（５）｠全体の満足度

全体の満足度については、「満足」と回答した人が

高齢者で 4.3%、非高齢者で 8.3%であった。「ある程

度満足」だと回答した人は高齢者が 4.3%、非高齢者

では 41.8%の人がある程度満足だと回答し、大きな

差が見られた。「多少不満・不満」だと回答した人は

高齢者が 61.0%であったのに対し、非高齢者では

41.6%と、高齢者に不満が多いことが明らかとなった。

　　　　　　　図５　全体の満足度

４．｠おわりに

　ゾーンバスシステムは、特に高齢者に不満がある

ことが明らかとなった。盛岡市ではシステムに修正

を加えながら本格実施を行う予定であるが、引き続

き調査を続けてゆきたい。
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